
目指す姿

主な戦略と戦略目標

平成33（2021）年度までに、再生可能エネルギーによる電力自給率を
22.0％にします。

緊急時のエネルギー対策を進めるとともに、
エネルギーをかしこく使うライフスタイル
を推進します。

緊急時のエネルギー対策を進めるとともに、
エネルギーをかしこく使うライフスタイル
を推進します。

環境にやさしいエネルギーの利活用による
地域活力の向上を図ります。

環境にやさしいエネルギーの利活用による
地域活力の向上を図ります。

企業誘致・販路拡大・起業促進・商品開発支援・
漢方生産拡大の推進

目指す姿

主な戦略と戦略目標

平成32（2020）年度までに、県内総生産（名目）を３兆7,000億円にアップ
します。

販路拡大、起業促進、商品開発支援、漢方生産
拡大を推進し、産業振興を図ります。

販路拡大、起業促進、商品開発支援、漢方生産
拡大を推進し、産業振興を図ります。

企業誘致・新たな産業用地の確保に向けた
取組を進めます。

企業誘致・新たな産業用地の確保に向けた
取組を進めます。

県内総生産（名目）

昭和工業団地周辺（大和郡山市）地域の人々が共同で製作した小水力発電のための木製水車（山添村）

奈良県経済の好循環を促進し、
働きやすく、良く学べる地域社会をつくります。

主担当部局：地域振興部 主担当部局：産業・雇用振興部

緊急時等にも強く、地域のエネルギー資源を使った
エネルギーのかしこい利活用
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（年度）
総合エネルギー統計（資源エネルギー庁）

エネルギー政策課調べ

H26 H27 H28 H29

再生可能エネルギーによる電力自給率

再生可能エネルギーを活用した
地域コミュニティ活性化につながる取組

平成33（2021）年度
件６

平成29（2017）年度
件３

目標

水素ステーション設置箇所数

平成33（2021）年度
カ所1

平成29（2017）年度
カ所０

目標

非常用電源を整備している
避難所数

平成33（2021）年度
カ所587

平成29（2017）年度
カ所523

目標

FIT制度による再生可能エネルギー
設備容量

平成33（2021）年度
kW584,000

平成29（2017）年度
kW448,929

目標
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奈良県全国
（　）は全国順位

38,551
（35位）

35,774
（38位）

H19H18 H21H20 H22 H23 H24 H26H25 H27

県民経済計算（奈良県）
国民経済計算（内閣府）

奈良県
（億円）

全国
（兆円）

（年度）

工場立地件数

平成31（2019）年～
平成34（2022）年の４年間

件100
平成23（2011）年～

平成26（2014）年の4年間

件103
目標

企業誘致により創出した雇用者数

平成31（2019）年～
平成34（2022）年の４年間

人1,000
平成23（2011）年～

平成26（2014）年の4年間

人947
目標

企業の販路拡大・商品開発支援件数

平成30（2018）年度～
平成32（2020）年度の３年間

件150
平成27（2015）年度～

平成29（2017）年度の３年間

件142
目標

起業家の輩出率
（ビジネスプランコンテストからの実創業率）

平成29（2017）年度～
平成31（2019）年度の３年間

%50
平成26（2014）年度～

平成28（2016）年度の３年間

%43 目標

県民が安全で安心して快適に暮らし続けられる
奈良県づくりを進めます。

（注）全国順位は公表されていないため記載していません。
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就業支援と働き方改革の推進
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100.0

目指す姿

主な戦略と戦略目標

平成32（2020）年までに、県内就業率を72％以上にします。

奈良県経済の好循環を促進し、
働きやすく、良く学べる地域社会をつくります。

主担当部局：産業・雇用振興部

（％）

（年）

国勢調査（総務省）

H17 H22 H27

県内就業率

奈良で働きませんか

奈良県全国
（　）は全国順位

91.7 91.2 91.0

（47位）
70.7 70.1

（47位）
71.2

（46位）

県職員の超過勤務時間
（年間300時間超の職員割合）※

平成32（2020）年度
%8.0

平成28（2016）年度
%10.2

目標

県内における働き方改革を推進します。県内における働き方改革を推進します。

若者・女性等の就業を推進し、県庁版ハローワーク
の充実により、離職者の再就職支援に取り組み
ます。

若者・女性等の就業を推進し、県庁版ハローワーク
の充実により、離職者の再就職支援に取り組み
ます。

県庁版ハローワーク利用者の
就職者数

平成32（2020）年度
人380

平成28（2016）年度
人359

目標

「なら女性活躍推進倶楽部」
会員事業所数（累計）

平成32（2020）年度
事業所500

平成29（2017）年度
事業所43

目標

希望する市町村立中学校への
　部活動指導員配置率

平成31（2019）年度
%100事業実施

平成30（2018）年度

目標
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すべての人が生涯良く学び続けられる
地域社会づくり

目指す姿

主な戦略と戦略目標

平成31（2019）年度までに、高等学校卒業者の県内就職率を７割以上にし
ます。

学びのステージや本県の教育課題に応じた
教育を進めます。

学びのステージや本県の教育課題に応じた
教育を進めます。

今後の奈良県を支える質の高い職業人を育成し
ます。

今後の奈良県を支える質の高い職業人を育成し
ます。

（％）

（年度）

学校基本調査（文部科学省）

H21H18 H19 H20 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

高等学校卒業者の県内就職率

DMG森精機から貸し出された最新鋭の工作機械を使用した実習教育
・森精機技術者による出張授業（王寺工業高等学校）

主担当部局：地域振興部

奈良県経済の好循環を促進し、
働きやすく、良く学べる地域社会をつくります。

卒業までにインターンシップを体験した
生徒の割合（高校生）

平成31（2019）年度平成26（2014）年度
11.3%

目標

20.0%以上
目標

職場体験を実施する学校の割合（中学校）

平成31（2019）年度
（平成28年の全国平均：98.1％）

全国平均
以上

平成26（2014）年度
96.2%

体力合計点（小学生）
目標

男子：53.66点
女子：54.60点
平成27（2015）年度

平成31（2019）年度
（平成30年度の全国平均：
男子54.21点、女子55.90点）

全国平均以上

規範意識の高い児童・生徒の割合
（小・中学生）（注）

目標
小学生：93.3％
中学生：92.4％
平成27（2015）年度

平成31（2019）年度
（平成30年度の全国平均：
小93.8％、中95.2％）

全国平均以上

（注）規範意識の高い児童・生徒の割合（小・中学生）…
規範意識に関する質問３項目に肯定的に回答した小・中学生の割合

奈良県全国
（　）は全国順位

79.8 79.2 78.1 80.4
81.0 81.4 82.0 82.1 81.6 81.3 81.2 81.1

64.4 66.3 64.5
70.2

72.2

66.0 65.8
68.5 68.0

63.8
59.5（37位） 61.0

（42位）（42位）
（41位）

（38位）（38位）
（39位）（37位）

（37位）
（36位）

（36位）（36位）

22
※は数値の低い方が良くなる指標です。
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すべての人が生涯良く学び続けられる
地域社会づくり

目指す姿

主な戦略と戦略目標

平成31（2019）年度までに、高等学校卒業者の県内就職率を７割以上にし
ます。

学びのステージや本県の教育課題に応じた
教育を進めます。

学びのステージや本県の教育課題に応じた
教育を進めます。

今後の奈良県を支える質の高い職業人を育成し
ます。

今後の奈良県を支える質の高い職業人を育成し
ます。

（％）

（年度）

学校基本調査（文部科学省）

H21H18 H19 H20 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

高等学校卒業者の県内就職率

DMG森精機から貸し出された最新鋭の工作機械を使用した実習教育
・森精機技術者による出張授業（王寺工業高等学校）

主担当部局：地域振興部

奈良県経済の好循環を促進し、
働きやすく、良く学べる地域社会をつくります。

卒業までにインターンシップを体験した
生徒の割合（高校生）

平成31（2019）年度平成26（2014）年度
11.3%

目標

20.0%以上
目標

職場体験を実施する学校の割合（中学校）

平成31（2019）年度
（平成28年度の全国平均：98.1％）

全国平均
以上

平成26（2014）年度
96.2%

体力合計点（小学生）
目標

男子：53.66点
女子：54.60点
平成27（2015）年度

平成31（2019）年度
（平成30年度の全国平均：
男子54.21点、女子55.90点）

全国平均以上

規範意識の高い児童・生徒の割合（注）
（小・中学生）

目標
小学生：93.3％
中学生：92.4％
平成27（2015）年度

平成31（2019）年度
（平成30年度の全国平均：
小93.8％、中95.2％）

全国平均以上

（注）規範意識の高い児童・生徒の割合（小・中学生）…
規範意識に関する質問３項目に肯定的に回答した小・中学生の割合

79.8 79.2 78.1 80.4 81.0
81.4 82.0 82.1 81.6 81.3 81.2 81.1

64.4 66.3 64.5
70.2 72.2

66.0 65.8
68.5 68.0

63.8
59.5（37位） 61.0

（42位）（42位）
（41位）

（38位）（38位）
（39位）（37位）

（37位）
（36位）

（36位）（36位）

奈良県全国
（　）は全国順位
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